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NY マーケットレポート（2017 年 5 月 18 日） 

 

NY 市場では、序盤に発表された米失業保険申請件数やフィラデルフィア連銀指数が、ともに市場予想より良い内容だったことを受けて、米景気

の先行き懸念が後退し、ドルは堅調な動きとなった。また、米国の6月のFOMCでの利上げ確率が前日から上昇したことも、ドルの押し上げ要因

となった。そして、欧米の株価が反発したことが好感され、クロス円も堅調な動きとなった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY市場レポート 
 

21：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4月ポーランド雇用(前月比) 0.2％（予想 0.1%・前回 0.1%） 

4月ポーランド雇用(前年比) 4.6％（予想 4.5%・前回 4.5%） 

 

4月ポーランド平均総賃金(前月比) -1.9％（予想 -1.7%・前回 6.3%） 

4月ポーランド平均総賃金(前年比) 4.1％（予想 4.4%・前回 5.2%） 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

出所：Bloomberg 
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21：05 

政治危機懸念を背景に、ブラジル・レアル先物は 6％安で一時取引停止、ブラジル株先物は寄り付きで 10％安。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

21：15 

ブラジル財務省～市場の流動性確保へ必要な措置を講じる。 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

米新規失業保険申請件数 23.2万件（予想 24.0万件・前回 23.6万件） 

 

米失業保険継続受給者数 189.8万人（予想 195.0万人・前回 192.0万人） 

前回発表の 191.8万人から 192.0万人に修正 

 

 
出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

 

米失業保険申請件数は、市場予想の 24.0万件を下回る前週比-0.4万件の 23.2万件となり 3週連続で減少、2月 25日の週以来の低い水

準となった。4週移動平均は、前週比-2750件の 24万 750件だった。また、集計が 1週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比-2.2万

人の 189.8 万人と 3 週連続で減少し、1988 年 11 月 5 日の週以来、約 28 年 6 ヵ月ぶりの低水準となった。受給者数の 4 週移動平均は、

前週比-2万人の 194.6万人と、1974年 1月 19日の週以来の低水準となった。そして、受給者比率は、前週比横ばいの 1.4％だった。 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5月米フィラデルフィア連銀景況指数 38.8（予想 18.5・前回 22.0） 

 

 
出所：Bloomberg 
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経済指標データ 

≪フィラデルフィア連銀指数≫ 

       5月・・4月・・3月・・2月・・1月・・12月  

景況指数・・・38.8・・22.0・・32.8・・43.3・・23.6・・19.7 

仕入価格・・・24.2・・33.7・・40.7・・29.9・・32.5・・28.1 

販売価格・・・15.3・・16.6・・20.6・・10.6・・26.8・・8.0 

新規受注・・・25.4・・27.4・・38.6・・38.0・・26.0・・14.9  

出荷・・・・・39.1・・23.4・・32.9・・28.6・・20.5・・21.7 

受注残・・・・ 9.0・・ 6.6・・14.4・・10.7・・10.7・・ 3.6 

入荷遅滞・・・ 6.4・・13.2・・ 4.5・・ 4.1・・ 5.4・・ 5.4 

在庫水準・・・ 1.4・・17.8・・11.8・・-4.7・・12.2・・ 1.3 

雇用者数・・・17.3・・19.9・・17.5・・11.1・・12.8・・ 3.6 

6ヵ月先予想  

        5月・・4月・・3月・・2月・・1月・・12月 

景況指数・・・34.8・・45.4・・59.5・・53.5・・56.6・・48.7 

仕入価格・・・42.7・・34.7・・55.7・・51.1・・49.0・・46.5 

販売価格・・・22.9・・28.6・・40.2・・23.5・・27.5・・29.1 

新規受注・・・47.2・・55.9・・61.0・・51.5・・54.5・・48.8 

出荷・・・・・38.5・・44.7・・54.8・・51.7・・59.1・・46.7 

受注残・・・・11.5・・22.2・・16.7・・19.5・・25.8・・16.3 

入荷遅滞・・・ 7.8・・ 4.5・・ 7.7・・11.5・・14.2・・12.5 

在庫水準・・・ 7.4・・12.1・・16.3・・14.1・・10.9・・18.9 

雇用者数・・・29.2・・37.6・・38.5・・28.5・・38.6・・24.2 

 

 

5月フィラデルフィア連銀業況指数は、市場予想の 18.5を大きく上回る 38.8となり、前月の 22.0からも上昇となった。新規受注や出

荷が高水準を維持、出荷頻度や受注残は 7ヵ月連続でプラスとなった。その一方で従業員数はやや低下し、支払価格も低下した。 

 

 

22：25 

ブラジル株、主要指数 10％下落でサーキットブレーカー発動。 

 

 

出所：Bloomberg 
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23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4月米景気先行指標総合指数（前月比） 0.3％（予想 0.4%・前回 0.3%） 

前回発表の 0.4％から 0.3％に修正 

 

 

出所：Bloomberg 

 

指標結果データ 

≪米景気先行指数≫ 

        4月・・3月・・2月・・1月・・12月・・11月 

先行指数・・・・0.3・・ 0.3・・0.5・・ 0.6・・ 0.6・・ 0.2 

一致指数・・・・0.3・・ 0.3・・0.1・・ 0.0・・ 0.4・・ 0.1 

遅行指数・・・・0.3・・ 0.1・・0.2・・ 0.2・・ 0.3・・ 0.2 

 

 

23：15 

≪ 要人発言 ≫ 

ムニューシン米財務長官 

 

・「3％成長は達成可能な目標」 

・「米政府、自由で公正な貿易協定を確実にする決意がある」 

・「税制、住宅、規制改革が最優先事項」 

・「債務上限の引き上げを議会に訴える」 

 

 

0：00 

米通商代表部、NAFTA再交渉の意向を議会に書簡で通知 

 

 

0：05 

≪ 要人発言 ≫ 

ライトハイザーUSTR代表 

 

・「NAFTA交渉、年内にまとめたい」 
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0：30 

≪ 要人発言 ≫ 

ムニューシン米財務長官 

 

・「米財務省、超長期債の発行を検討している」 

・「ロシア捜査で情報当局に協力する」 

・「銀行と投資銀行の分離は支持しない」 

・「今年後半は住宅金融改革に注力する」 

・「債務拡大による赤字を非常に懸念している」 

 

0：50 

≪ 要人発言 ≫ 

ライアン米下院議長 

 

・「目標は 2017年中の税制改革」 

・「国境調整税について、代替案の必要もある」 

 

2：00 

≪米 10年物 TIPS債入札≫ 

 

最高落札利回り・・・・・0.420％（前回 0.466％） 

最低落札利回り・・・・・0.311％（前回 0.340％） 

最高利回り落札比率・・・ 73.08％（前回 82.01％） 

応札倍率・・・・・・・・2.56倍（前回 2.23倍） 

発行額・・・・・・・・110億ドル（前回 110億ドル） 

 

 

2：20 

≪ 要人発言 ≫ 

メスター・クリーブランド連銀総裁 

 

・「インフレ率は、今後 1年程度で 2％の目標に達すると予想」 

・「景気拡大継続を支えるファンダメンタルズは健全」 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、トランプ米大統領の政権運営混乱への懸念から売りが先行した。その後は、割安感が出た銘柄を物色する動きもみら

れ下げ渋った。 

 

出所：Bloomberg 
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3：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

メキシコ政策金利 6.75％（予想 6.50%・前回 6.50%） 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY金市場 ≫ 

NY金は、中心限月が前日比 5.90ドル安の 1オンス＝1252.80ドルで取引を終了した。 

 

NY金は、雇用関連などの米経済指標が好調だったことでドルが主要通貨に対して上昇し、ドルの代替資産とされる金の売りが優勢とな

った。 

 

 
出所：Bloomberg 
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≪ NY原油市場 ≫ 

NY原油は、中心限月が前日比 0.28ドル高の 1バレル＝49.35ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、アルジェリアのエネルギー相が OPEC 加盟国の大半が減産の 9 ヵ月延長に同意するだろうと述べたことを受けて、堅調な動

きとなった。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、トランプ米大統領の政権運営への不安が引き続き意識され序盤は軟調な動きとなった。ただ、前日の大幅下落の反動で

買い戻しが入ったことや、小売り大手の決算内容を好感した買いも入り、主要株価はプラスに転じる動きとなった。 

ダウ平均株価は、序盤に前日比 53ドル安まで下落したものの、その後は堅調な動きとなり、一時 152ドル高まで上昇する場面もあった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に発表された米経済指標が市場予想よりも良い結果となったことを受けて、ドルは堅調な動きとなった。また、

欧米の株価上昇や、米国債利回りの上昇も加わり、投資家のリスク志向の動きから円が売られる動きとなり、ドル円・クロス円は堅調

な結果となった。 

 

 
出所：総合分析チャート 
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